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抄録

〔目的〕国内の中学校と高等学校におけるMHL教育のプログラムについて、学習指導要領と照合を行い、
思春期生徒を対象に行われている教育プログラムの現状を明らかにする。

〔方法〕“メンタルヘルスリテラシー教育”“中学校”“高等学校”を検索ワードとし、本研究の目的に従い
設定した選択基準に該当した９件のプログラムの、対象者、実施形態、教育目的・目標、プログラム、効
果について分析した。

〔結果〕教育目的や目標の着眼点は様々であったが、９件すべてが中学校および高等学校学習指導要領のい
ずれかに該当するプログラムであった。また、大半は高等学校学習指導要領で、なかでも「精神疾患への対処」
に該当するプログラムが最も多いこと、ストレスに関するプログラムと健康な生活と疾病予防に関するプ
ログラムは、中学校と高等学校学習指導要領のいずれにも該当することも示された。

〔結論〕高等学校学習指導要領に該当するプログラムの実施は、既に報告されているMHL教育と同様の効
果が期待できることが示唆されるが、学習指導要領では精神疾患について明記していない中学生を対象に
したプログラムについては、メリットとデメリットを考慮すると同時に包括的なアプローチを検討する必
要がある。

キーワード：メンタルヘルスリテラシー，メンタルヘルスリテラシー教育，思春期
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Ⅰ．はじめに

　思春期は、身体的に大きな変化を迎える時期
であるとともに、自我の発見や同一性の確立な
ど、心の構造も大きく変化する時期である（小
川原ら，2015）。第二次性徴と呼ばれる身体面
の変化に対し、精神面は「思春期心性」と呼
ばれる、仲間や異性、親子関係の葛藤など新
たな発達課題に直面しながら自己の同一性を
巡り葛藤する時期に当たる（小川原ら，2015；
早貸ら，2015）。そのため心理的不均衡に陥り
やすく（佐瀬，太田，伊東，2017）、精神疾患
の全罹患者の半数は14歳までに発症すること
が明らかにされている（Kesslerら，2005）。し
かし、その多くは自らと周囲の人（家族、教
師、友人など）が、精神疾患に罹患すると思っ
ていないことや精神疾患を疑うことが出来な
いこと、利用できる支援や必要な情報を得る方
法を知らないこと、精神疾患患者や精神医療に
対する誤解や偏見の影響があることから（Kelly, 
Jorm, Wright，2007；田中，堀，2021）、精神
医療の支援に繋がっておらず（小塩，住吉，藤
井，水野，2019）、発症の初期段階で適切な支
援や介入を受けることが出来ない人がいる（小
塩，東郷，佐々木，2013）。
　思春期のメンタルヘルスの問題は、学業不
振や引きこもりに繋がるだけでなく（早貸ら，
2015）、就労や対人交流などその後の社会生活
へ影響を与える可能性がある（早貸ら，2015；
小塩ら，2013）。また、未治療の期間が予後に
与える影響が明らかにされていることからも

（Perkins, Gu, Lieberman，2005；欠ノ下，澤田，
吉野，2017）、思春期の精神疾患の予防、早期
発見、早期対応は急務といわれている。
　このような背景から、メンタルヘルスに関
する教育の在り方が見直されている（小塩ら，
2019）。文部科学省が定める中学校と高等学校
の学習指導要領の改訂が、それぞれ2017年と
2018年に告示され、思春期の生徒がメンタル
ヘルスリテラシーを獲得できることを主眼に、

ストレス対処技能や、援助希求の有効性、精神
疾患が偏見や差別の対象にならないことなど、
心の健康や精神疾患に関する内容の充実が図
られている（文部科学省，2017；文部科学省，
2018；小塩ら，2019；森，田邉，2023）。
　メンタルヘルスリテラシー（Mental Health 
Literacy：MHL）は、Jormら（1997）が提唱
した「精神疾患とその治療に関する認識や理
解、偏見を減らすこと、援助希求行動を高め
ること」を意味する言葉として知られている。
Jormら（1997）は構成する要素として①疾患
を認識する能力、②背景や原因に関する知識や
考え、③自身で解決するための介入に関する知
識や考え、④専門家の支援の内容や有効性に関
する知識や考え、⑤支援に関する認識と態度、
⑥情報の入手方法に関する知識が、精神疾患を
予防、早期発見、早期対応の為に必要な６つの
能力であると説明している。
　そして近年、MHL向上のための教育（以下、
MHL教育）が、学校をフィールドに行われ効
果が検討されている。その効果は、国内外と
もに「精神疾患に関する知識の獲得」「精神疾
患に対する偏見を示す態度」「援助希求に関
する行動」であることが明らかにされている 

（Wei, Hayden, Kutcher, McGrath，2013；早貸
ら，2015；佐藤ら，2014）。しかし、共通した
プログラムや実施方法、効果判定尺度は無く、
研究者ら独自の方法で実施されている状況が
ある（竹森，2020）。
　MHL教育はMHLの向上を目的に実施される
取り組みであることから、近年の研究論文は、
Jormらが呈する構成要素に基づいた教育プロ
グラムが組まれ実施される傾向がある（佐藤
ら，2014）。しかし、先述の通り学習指導要領
においても、思春期の生徒がMHLを獲得でき
ることを主眼に、心の健康や精神疾患に関する
内容の充実が図られているが、実施されるプロ
グラムは学習指導要領にも基づいているかを
検討した研究報告は無い。
　そこで、MHL構成要素および学習指導要領
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に基づく教育プログラムの構築と、その展開
に向けた示唆を得ることを主眼に置き、本研
究は、学習指導要領に着目した国内の中学校
と高等学校におけるMHL教育に関する文献レ
ビューを行う。

Ⅱ．研究目的

　国内の中学校と高等学校におけるMHL教育
のプログラム内容について、学習指導要領との
照合を行い、思春期生徒を対象に行われている
プログラムの現状を明らかにする。

Ⅲ．研究方法

　国内の中学校と高等学校で行われるMHL教
育についての研究に関してgoogle scholarを用
い、2023年７月14日に検索を行った。十分な
数の論文を確保するため発表年と論文種別は
指定していない。検索ワードは“メンタルヘ
ルスリテラシー教育”、“中学校”、“高等学校”
とした。選定基準は、中学校と高等学校で行わ
れるMHL教育であること、生徒を対象にして
いるもの、メンタルヘルスに関する授業である
こと、授業効果が評価されているものとした。
除外基準は、発達障害に関するもの、少人数
を対象にしたもの、インターナショナルスクー
ルに在籍する生徒を対象にしたものとした。
　検索で得られた文献のタイトルおよび抄録
から、選定基準と除外基準に基づき判断し、判
断がつかないものについては本論から厳選し
た。その他ハンドサーチによる文献を追加し
た。対象となったプログラムについて、対象
者（学年・人数）、実施形態（実施単位・時間・
回数）、教育目的・目標、プログラム、効果に
ついて分析した。

Ⅳ．結果

　文献検索の結果280件が該当した。そのうち
７件が選定基準に該当し、ハンドサーチ２件を
含めた９件を分析対象とした（図１）。論文数
を確保するため、最終文献には学会発表の抄
録も含めた。選択された論文について、著者、
対象者、実施者、実施形態、教育目的・目標、
プログラム、効果と学習指導要領を整理した。
選択された論文の概要を表１に示す。以下、論
文は表中の文献番号で記す。

１．プログラム

　自作のプログラム実施が４件（5；7；8；9）、
既存のプログラム活用が５件あった。内訳は、
東京大学大学院で研究開発されたプログラム

（1；3）、先行研究で援助希求行動の改善効果
が示されたプログラム（2）、先行研究でスト
レスマネジメントに効果が示されたプログラ
ム（4）、前年度使用した自作のプログラム（6）
であった。うち既存のプログラムを一部改変し
たものは３件（2；3；6）であった。改変内容
は対象者に合わせ、提示する代表疾患を抑うつ
症例から不安症に変更したもの、対象者のニー
ズに合わせた変更であった。ストレスに関する
プログラムの５件（2；4；7；8；9）は、スト
レス反応の提示や対処方法としての思考の転
換、リラクゼーション方法や睡眠の重要性に
関する内容であった。援助要請に関するプログ
ラムの５件（1；2；3；7；8）は、相談相手や
具体的な相談例の提示、相談場面のモデリン
グ、相談を受けた時の対応方法に関する内容で
あった。
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１）対象別にみたプログラム
　中学生対象の４件（1；2；3；4）は、睡眠
の重要性の理解と援助希求行動の向上を目的
にMHL構成要素に基づいたプログラムと、不
安症とストレス管理に着目したプログラムで
あった。高校生対象の３件（7；8；9）は、ス
トレスの対処方法の獲得、援助要請態度の改
善、自殺予防など、教育目的の着眼点は様々
ではあるが、いずれのプログラムもストレス
の理解やストレス対処に関する内容であった。
中高生対象の２件（5；6）は、心の不調予防や
心の健康への関心を高める事を目的に、思春期
女子特有の対人関係や月経に着目したプログ

ラムであった。

２．プログラムと学習指導要領の照合

　自作や既存プログラム活用の有無に関わら
ず、９件すべてがいずれかの学習指導要領に
該当するプログラムであった。また、女子中
高生を対象に行った２件（5；6）を除き、７件 

（1；2；3；4；7；8；9）はすべて高等学校学習
指導要領の「㋑精神疾患への対処」に該当する
ことが示された。ストレスに関するプログラ
ム（2；4；7；8；9）と、「健康な生活と疾病予
防」に関するプログラム（3）を実施した６件
は、中高両方の学習指導要領に該当すること
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が示された。中学生に対し高等学校学習指導
要領に該当する内容で実施した４件（1；2；3；
4）においては、精神疾患の知識の向上や、偏
見や差別、援助希求行動に関するポジティブな
効果が得られていた。

３．効果

　それぞれの効果判定に基づいた結果が得ら
れていたが、いずれの研究においても「向上」

「上昇」「緩和」などのポジティブな効果が得ら
れていた。また、ストレスに関しては、スト
レス対処の自己効力感、援助要請については、
援助要請の意志や姿勢の向上、ネガティブなイ
メージが緩和する効果が得られていた。

Ⅴ．考察

１．�MHL構成要素と高等学校学習指導要領の

類似点

　学習指導要領におけるメンタルヘルスに関
する指導は、小学校では心の発達や心と体の密
接な関係、不安や悩みへの対処、中学校では精
神機能の発達と自己形成、欲求やストレス対処
と心の健康、高等学校では精神疾患の予防と回
復が、系統的かつ段階的に扱われ実施される

（森，田邉，2023）。なかでも高等学校学習指導
要領は「精神疾患の特徴」として代表疾患を取
り上げ、「精神疾患への対処」で、運動、食事、
睡眠の調和のとれた生活実践やストレス緩和
方法、心身の不調の早期発見・対応、専門家へ
の援助要請、偏見や差別の対象ではないこと等
の内容が扱われる。これは、Jormらが提示す
る６つの構成要素を概ね網羅しているといえ
る。本研究の結果、高等学校学習指導要領に該
当するプログラムが多く示されたのは、近年の
MHL教育が、Jormらの構成要素に基づいたプ
ログラムが組まれ実施される傾向があること
が誘因となっていることが考えられた。そのた
め、高等学校学習指導要領に該当するプログラ
ムの実施は、既に報告されているMHL教育と

同様の効果が期待できることも示唆される。

２．中学生に対するプログラムの課題

　高等学校学習指導要領に該当するプログラ
ムの実施は中学生を対象にしても、精神疾患
の知識や援助希求行動、偏見などに関するポ
ジティブな効果が得られることが示された。し
かし、中学校学習指導要領では精神疾患につ
いて明記していない。山田，戸田（2022）は、
小学校と中学校の教員に、精神疾患・症状を生
徒に伝えることに関するアンケートを行い、正
しい知識をもつために伝えることが重要であ
る反面、誤った認識から誤解や偏見、いじめに
繋がる懸念があること、学習指導要領に書いて
いないことを教える必要性を感じないこと等、
ネガティブな意見があることを報告している。
一方で、精神疾患の全罹患者の半数が14歳まで
に発症することや（Kesslerら，2005）、精神疾
患の知識を得る機会の無さから、自身で疾患を
認識できない状態であり初回受診まで時間を
要した患者の報告（欠ノ下ら，2017）、MHL教
育の効果は、いじめ防止や人間関係の向上にも
繋がるため、自我形成時期に行う意義を述べる
報告（早貸ら，2015）もあり、一概に必要性が
無いとはいえない。そのため、中学生を対象
にしたプログラムについては、引き続きメリッ
トとデメリットを考慮すると同時に、思春期発
症の患者が病院を受診する決め手になった要
因が周囲の人のMHLであった報告（欠ノ下ら，
2017）も踏まえ、生徒を取り巻く周囲の人を対
象にする等の、包括的なアプローチについて検
討することが必要であると考える。

３．�「ストレス」と「生活習慣」に関するプロ

グラム

　中学校学習指導要領では、心の健康を保つた
めに、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれ
た生活とストレス対処の重要性が示されてい
る。また、高等学校学習指導要領では、精神疾
患の予防と回復の視点で運動、食事、休養及び
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睡眠の調和のとれた生活とストレス緩和の重
要性が示されている。そのため、ストレスと生
活習慣に関するプログラムは、中高両方の学習
指導要領に該当することが示された。中学生と
高校生のどの学年においても３割以上の生徒
が「ストレス」について知りたいと望んでいる
報告（岡本，石村，毛利，影山，2016）がある
ことから、ストレスに関するプログラムは学生
のニードとも一致する。また、朝食の欠食や夜
更かし、運動習慣の無さが、思春期生徒の精神
的健康度の低さと関連していることが明らか
にされていることからも（石村，岡本，影山，
2014）、調和のとれた生活の重要性に関するプ
ログラムは、思春期生徒のMHL向上のための
必要不可欠なプログラムのひとつであるとい
える。

４．研究の限界

　本研究の限界は、論文の抽出にあたり検索方
法により見つけられなった論文が存在する可
能性があること、学習指導要領との照合でプロ
グラム内容の解釈に、バイアスがかかっている
可能性があることである。

Ⅵ．結論

　本研究は、国内の中学校と高等学校における
MHL教育のプログラムについて学習指導要領
と照合を行った。結果、教育目的や目標の着眼
点は様々であるが、すべてが中学校と高等学校
学習指導要領のいずれかに該当するプログラ
ムであった。なかでも、高等学校学習指導要領
の「精神疾患への対処」に該当する内容が最も
多いこと、「ストレス」と「健康な生活と疾病
予防」に関するプログラムでは、両方の学習指
導要領に該当することも示された。 高等学校
学習指導要領に該当するプログラムの実施は、
既に報告されているMHL教育と同様の効果が
期待できるが、学習指導要領では精神疾患につ
いて明記していない中学生を対象にしたプロ

グラムについては、メリットとデメリットを考
慮すると同時に周囲の人を対象にする等の包
括的なアプローチを検討する必要がある。

利益相反

本研究における利益相反はない。
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